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支  出
1,212,436,825円

収  入
1,212,436,825円

会費収入 17,076,650円

寄附金収入 2,430,628円

経常経費補助金収入
182,212,678円

その他の活動支出 126,360,990円

障害福祉サービス等
事業収入

84,396,740円

受取利息配当金収入
33,449円

前期末支払資金残高
325,856,558円

その他の活動収入
110,379,626円

その他の収入
11,457,747円

貸付事業等支出 1,145,000円
共同募金配分金事業費 7,342,159円

人件費支出
624,339,405円

事業費支出 148,462,363円事務費支出 20,404,992円

助成金支出 3,084,163円

施設整備等支出 262,900円
その他の支出 3,000円

事業収入 17,707,123円

貸付事業等収入 1,087,000円

令和４年度 収支決算

受託金収入
242,524,682円

当期末支払資金残高  281,031,853円

負担金収入 780,000円
介護保険事業収入
216,493,944円
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　平成28年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な取組（社会貢献事業）」の実施
が法人の責務として位置づけられました。この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。
　（１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること
　（２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること
　（３）無料または低額な料金で提供されること
　具体例としては、	 ・夏祭り等、イベントの開催による住民間のつながりの再構築
	 ・働き手が少ない商店街との連携による就労支援
	 ・公共交通機関がない地域での移動支援や買い物送迎支援
	 ・災害支援ネットワークによる避難所支援
　	 ・刑余者の自立支援に向けた自立準備ホームの登録　などが挙げられます。
　石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り組んでいるのか、順番にご
紹介していきたいと思います。今号では「社会福祉法人　ふれあいの里」さんをご紹介します。

社会福祉法人  ふれあいの里（ラボラーレ）
■法人所在地　宮城県登米市迫町新田字狼ノ欠20番地420	 ■設立年月日　平成16年11月12日
　事業所所在地　石巻市桃生町中津山字八木54（ラボラーレ事業開始年月日は、平成17年10月１日）
■電 話 番 号　０２２５－７９－２０７１	 ■ウェブサイト　https://fureai1117.com/
■事　　　　業　地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（地域密着型特別養護老人ホーム）、短期入所介護
　　　　　　　　生活介護、自立訓練・生活訓練、就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型、日中一時支援
■施設・事業所　在宅障がい者多機能支援施設ラボラーレ
　　　　　　　　（生活介護、自立訓練・生活訓練、就労移行支援、就労継続支援Ｂ型、日中一時支援）
■社会貢献事業

　紙面上ではお伝えしきれなかった情報につきましては、インタビュー形式で本会ウェブサイトにて
詳しくお伝えしております。ぜひ、ご覧ください。

　地元小学校の児童向けに、「介護福祉士になるには？」
等をテーマに職員ならではの視点でお話ししたり、施設利
用者の方からは障がいがあっても工夫しながら生活してい
ることを伝えたりして、児童の福祉分野への関心を深めて
います。また、小学校での交流があることで、道路ですれ
違ったときにはお互いに手を振る関係ができています。

　ラボラーレで作ったパンを地元の子育てサロンなどで販売。徹底し
た衛生管理のもと、丁寧に心を込めて作られたパンは大変好評で、対
面で販売することにより、自分たちで作ったパンの行き先と購入者の
反応が見えることは、利用者のみなさんにとって更に地域との一体感
を感じる機会となっています。購入者からの感想を電話でいただくこ
ともあり、一体感は購入者側でも感じていることと思います。

　ラボラーレでは、低額な料金での配食サービスを行っています。利
用者のみなさんが配達まで行い、地域の方との交流が生まれています。
また、新型コロナウイルス感染症が流行する前は、施設内でランチの
提供を行っており、訪れた方にご好評いただいていました。ご近所の
方と利用者の方々との交流もありました。

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介
第
14
回

（１）小学校へ福祉教育としての講師派遣や交流

（２）配食サービスの提供

小学生との交流

丹精込めてパンを作っています

配食サービスのお弁当

（３）地元サロンへの訪問販売
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カフェでゆったり話しましょう！！
　北上地区では、地域包括支援センターの主催で “にじいろの会（認知症カフェ）” を行っています。
　今年度は、担当者が地域に出向き、認知症の当事者の方やそのご家族、地域の方々に認知症の理解を

「硯上の里」賑やかに華やかに！
　６月５日（月）に道の駅硯上の里おがつで第２回うえっぺす運動が開催されました。
　雄勝地区復興応援隊が企画した当イベントは２回目となり、今年も移住者の方や地域のみ
なさんがボランティアで参加しました。おしゃべりしながら「すかすかど植えでがいん！」と、

レク体験会in大谷地開催
　６月２日（金）、飯野体育研修センターを会場に「レ
ク体験会in大谷地」を開催しました。サロン団体の方

盲導犬トラヴィスと共に歩む
　市内で唯一の盲導犬ユーザーとして福祉学習にご協力いただいて
いる桃生地区の若山崇さん（一歩を楽しむ石巻代表）。盲導犬のト
ラヴィス君は今年９歳を迎え、秋には引退します。これまでの感謝
の気持ちを込めてインタビューさせていただきました。
Q．福祉学習で子どもたちに伝えたいことは何ですか？
A．子どもたちが成人したとき、当事者と健常者が当たり前のように
相互理解しているまちになっていたらいいなと思い、まずは “障害
があってもできることはあるんだよ”ということを知ってもらい、今後

「新しいメンバーも加わり、頑張っています！！」
　牡鹿グラウンドゴルフ
協会主催の第44回春季牡
鹿グラウンドゴルフ大会
が５月12日（金）、牡鹿清
崎運動公園で開催され、
牡鹿支部老人クラブ連合
会の会員も参加しました。
　天候にも恵まれ、日頃の
練習の成果を発揮

深めていただくとともに、当事者が悩みを共有することによりストレ
ス軽減・リフレッシュできる場を作ることを目的にし、開催します。
　「介護でへとへと」「最近少し忘れっぽい」「認知症について知りたい」、
そんなみなさまぜひお気軽にご参加ください。お茶を飲みながらゆっ
たりとした時間を過ごしつつ、地域に認知症への理解を広めていきま
しょう。
　※日時等の詳細については、随時お知らせいたします。

マリーゴールドの苗
を手早く丁寧に植え
ていき、元気な色の
お花でいっぱいにな
った花壇は海と空の
青に映えて素敵な写
真スポットになりそ
うです。
　雄勝を訪れた際は
ぜひ地域のみなさん
が作り出した「おも
てなしの風景」をご
覧ください。

や地域の方の参加で楽しく輪投げやストラックアウト・点鳥ル
ーレット等実際に体験していただきました。また、フリースペ
ースで談話や健康相談コーナーでお話しする場面等参加者の方

『動いて！笑って！
  心も身体も、地域も活性化！』
　中里第二会館（中里六丁目）を会場に、４月から新たな集いの
場ができました。サロンを主催しているのは、『ぽかぽかハーモ
ニー』の内海さんと阿部さん。内海さんは地区の民生委員児童
委員でもあり、ひとり暮らしのお年寄りが増えてきたことや、
町内を活性化したいという想いから、地域の居場所づくりを始
めました。
　活動内容は、ふたりの特技や資格を活かしたストレッチやす
ずめ踊り。みんなで楽しく介護予防に取り組んでいます。「住民
だけでなく、地域で活動される方が集う場にもしていきたい」
と話す内海さん。笑い声があふれ、心も体もぽかぽかする地域
の居場所へ、みなさん足を運んでみませんか？
問い合わせ先　内海ゆかり　090－9741－7099

復活！！給食サービス
　民生委員児童委員とボランティア友の会のみなさんの協力を得て、
給食サービスが３年ぶりに復活いたしました！サービスを希望され
る方は、地区の民生委員児童委員か社協河南支所にお問い合わせく
ださい。また、給食ボランティアに興味がある方は社協河南支所に
ぜひご連絡ください！

　サービス対象者：河南地区内に在住する
　　　　　　　　　概ね65歳以上の高齢者世帯
　サービス利用料：１食あたり200円

の声がけやサポートにつながる
ような授業を心がけています。
Q．トラヴィス君に伝えたいこ
とはありますか？
A．トラヴィスには歩く楽しさ
を教えてもらいました。いて当
たり前の存在なので寂しさもあ
りますが、離れても繋がってい
る気がしてなりません。引退す
るその日までお互い楽しんで色

※こちらに載せきれなかった
　インタビュー内容はウェブサイトに掲載しております！

復活初回から大盛況！

し、会員の交流
を深めながら、

楽しいひとときを過ごしました。
　現在も毎年２回開催されている「グラウンドゴル
フ大会」や小学生との「グラウンドゴルフ交流会」
に向け、週２回の練習に会員みんなで励んでいます。

手際も最高！

眺めも最高！ 心を込めて

　植えました
♪

ナイスシ
ョット！

うれしいね。
○○賞

元気に

選手宣誓！

に喜んでいただきました。

どこで
ルーレットが
止まるかな？

色々な
ゲームで

楽しんで
ます

おいしい弁当
持ってきたよ♪

んな経験をして
成長していきた
いです。
　若山さん、あ
りがとうござい
ました。

トラヴィス君、
お疲れ様
でした！

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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ださい。また、給食ボランティアに興味がある方は社協河南支所に
ぜひご連絡ください！

　サービス対象者：河南地区内に在住する
　　　　　　　　　概ね65歳以上の高齢者世帯
　サービス利用料：１食あたり200円

の声がけやサポートにつながる
ような授業を心がけています。
Q．トラヴィス君に伝えたいこ
とはありますか？
A．トラヴィスには歩く楽しさ
を教えてもらいました。いて当
たり前の存在なので寂しさもあ
りますが、離れても繋がってい
る気がしてなりません。引退す
るその日までお互い楽しんで色

※こちらに載せきれなかった
　インタビュー内容はウェブサイトに掲載しております！

復活初回から大盛況！

し、会員の交流
を深めながら、

楽しいひとときを過ごしました。
　現在も毎年２回開催されている「グラウンドゴル
フ大会」や小学生との「グラウンドゴルフ交流会」
に向け、週２回の練習に会員みんなで励んでいます。

手際も最高！

眺めも最高！ 心を込めて

　植えました
♪

ナイスシ
ョット！

うれしいね。
○○賞

元気に

選手宣誓！

に喜んでいただきました。

どこで
ルーレットが
止まるかな？

色々な
ゲームで

楽しんで
ます

おいしい弁当
持ってきたよ♪

んな経験をして
成長していきた
いです。
　若山さん、あ
りがとうござい
ました。

トラヴィス君、
お疲れ様
でした！

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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三
　
浦
　
由
　
美
　
真
野
小
島

千
　
葉
　
芳
　
子
　
沼
津

浅
　
野
　
洋
　
子
　
沼
津

伊
　
勢
　
由
　
理
　
井
内
東
部

阿
　
部
　
元
　
信
　
井
内
西
部

髙
　
橋
　
敬
　
子
　
美
園

阿
　
部
　
稲
　
雄
　
美
園

阿
　
部
　
と
し
子
　
美
園

亀
　
山
　
明
　
子
　
蛤
浜

杉
　
浦
　
　
　
裕
　
月
浦
・
侍
浜

阿
　
部
　
恵
美
子
　
小
積
浜

平
　
塚
　
ひ
ろ
み
　
狐
崎
浜

平
　
塚
　
秀
　
正
　
狐
崎
浜

古
　
内
　
新
　
一
　
狐
崎
浜

藤
　
田
　
由
紀
子
　
狐
崎
浜

末
　
永
　
伸
　
恵
　
福
貴
浦

阿
　
部
　
仁
　
美
　
福
貴
浦

江
　
刺
　
み
ゆ
き
　
荻
浜

伏
　
見
　
栄
　
子
　
上
第
１

落
　
合
　
寛
　
孝
　
上
第
２

斎
　
藤
　
ア
　
ツ
　
あ
け
ぼ
の

飯
　
坂
　
洋
　
子
　
あ
け
ぼ
の

櫻
　
井
　
久
　
雄
　
あ
け
ぼ
の

木
　
村
　
百
合
子
　
あ
け
ぼ
の

百
　
々
　
京
　
子
　
わ
か
ば

佐
　
藤
　
京
　
子
　
境
谷
地

黒
　
須
　
武
　
敏
　
中
埣
第
１

鈴
　
木
　
真
由
美
　
丸
井
戸
第
１

齋
　
藤
　
千
代
子
　
丸
井
戸
第
２

松
　
川
　
美
　
輪
　
恵
み
野
東

三
　
浦
　
敦
　
子
　
恵
み
野
西

浅
　
利
　
秀
　
勝
　
新
谷
地
前
心
和
会

今
　
野
　
美
　
徳
　
新
谷
地
前
心
和
会

近
　
藤
　
敏
　
行
　
新
谷
地
前
心
和
会

伏
　
見
　
忠
　
一
　
沖

阿
　
部
　
て
つ
子
　
あ
け
ぼ
の
北

上
　
村
　
文
　
恵
　
の
ぞ
み
野
第
二

阿
　
部
　
久
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

阿
　
部
　
喜
久
子
　
向
陽
町
新
栄
会
　
　

阿
　
部
　
英
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

浅
　
田
　
美
佐
子
　
向
陽
町
新
栄
会

岩
　
佐
　
光
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

遠
　
藤
　
春
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

条
　
　
　
直
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

阿
　
部
　
洋
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

和
　
泉
　
　
　
勲
　
向
陽
町
新
栄
会

武
　
山
　
い
さ
子
　
向
陽
町
新
栄
会

髙
　
橋
　
三
　
郎
　
向
陽
町
新
栄
会

遠
　
藤
　
の
ぶ
子
　
向
陽
町
新
栄
会

鈴
　
木
　
喜
美
子
　
向
陽
町
新
栄
会

相
　
沢
　
芙
美
子
　
向
陽
町
新
栄
会

鈴
　
木
　
呈
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

伊
　
藤
　
恵
美
子
　
向
陽
町
新
栄
会

熊
　
谷
　
郁
　
子
　
向
陽
町
新
栄
会

嶋
　
村
　
の
ぶ
子
　
向
陽
町
五
丁
目
若
葉
会

高
　
橋
　
み
さ
子
　
向
陽
町
五
丁
目
若
葉
会

田
　
中
　
千
栄
子
　
向
陽
町
五
丁
目
若
葉
会

菅
　
原
　
好
　
夫
　
谷
地
第
１

安
　
藤
　
真
　
美
　
谷
地
第
２

氏
　
家
　
志
　
乃
　
谷
地
第
２

髙
　
橋
　
み
さ
子
　
谷
地
第
３

平
　
塚
　
　
　
功
　
蛇
田
親
和
会（
新
下
前
沼
）

小
野
寺
　
し
づ
子
　
蛇
田
親
和
会（
新
下
前
沼
）

及
　
川
　
雄
　
子
　
蛇
田
親
和
会（
新
下
前
沼
）

後
　
藤
　
道
　
江
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
一
）

木
　
村
　
ち
よ
子
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
一
）

千
　
葉
　
あ
さ
子
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
一
）

小
　
山
　
裕
　
子
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
二
）

永
　
峯
　
一
　
男
　
蛇
田
親
和
会（
東
前
沼
第
二
）

阿
　
部
　
正
　
明
　
あ
ゆ
み
野

山
　
内
　
登
茂
子
　
あ
ゆ
み
野

星
　
　
　
美
佐
枝
　
あ
ゆ
み
野

及
　
川
　
栄
　
子
　
あ
ゆ
み
野

渡
　
邉
　
弘
　
子
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

松
　
林
　
勝
　
彦
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

阿
　
部
　
匡
　
伸
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

日
　
野
　
信
　
吾
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

大
　
嶋
　
三
千
代
　
あ
ゆ
み
野
駅
前

■
河
北
地
区

水
　
沼
　
勝
　
弥
　
成
田

小
　
山
　
和
　
義
　
飯
野
川
上
町

佐
　
藤
　
德
　
郎
　
飯
野
川
仲
町

高
　
橋
　
　
　
仁
　
飯
野
川
本
町

舘
　
田
　
秋
　
雄
　
旧
屋
敷

平
　
野
　
壯
　
一
　
五
味

今
　
野
　
久
　
良
　
元
相
野
谷

斉
　
藤
　
荘
太
郎
　
中
島
上

神
　
山
　
利
　
昭
　
中
島
下

今
　
野
　
昇
　
一
　
中
野

山
　
下
　
忠
　
克
　
牧
野
巣

佐
　
藤
　
和
　
一
　
皿
貝

武
　
山
　
東
　
一
　
馬
鞍

芳
　
賀
　
和
　
彦
　
五
十
五
人

佐
々
木
　
貴
美
雄
　
鶴
家

及
　
川
　
公
　
一
　
沢
田
崎
山

三
　
浦
　
　
　
博
　
川
の
上

芳
　
賀
　
茂
　
吉
　
後
谷
地

伊
　
藤
　
吉
太
郎
　
吉
野

首
　
藤
　
英
　
敏
　
岩
崎

畠
　
山
　
　
　
敏
　
飯
野
本
地

伊
　
藤
　
隆
　
市
　
飯
野
新
田

三
　
條
　
経
三
郎
　
二
子
東

神
　
山
　
正
　
行
　
二
子
南

山
　
下
　
元
　
三
　
二
子
西

鈴
　
木
　
政
　
人
　
北
境

佐
々
木
　
　
　
逸
　
東
福
田

桝
　
田
　
晴
　
雄
　
大
土

今
　
野
　
良
　
隆
　
梨
木
舟
渡

齋
　
藤
　
安
　
弘
　
大
森

梶
　
原
　
敏
　
彦
　
辻
堂

梶
　
原
　
精
　
一
　
三
輪
田
上

松
　
川
　
恵
　
洋
　
三
輪
田
中

千
　
葉
　
正
　
隆
　
三
輪
田
下

加
　
納
　
憲
　
夫
　
福
地

鈴
　
木
　
瑞
　
彦
　
横
川

大
　
槻
　
稲
　
夫
　
谷
地

三
　
浦
　
金
二
郎
　
針
岡
第
一

今
　
野
　
長
　
松
　
針
岡
第
二

武
　
山
　
秋
　
男
　
入
釜
谷

■
雄
勝
地
区

永
　
沼
　
秀
　
和
　
名
振

永
　
沼
　
忠
一
朗
　
船
越

髙
　
橋
　
正
　
敏
　
荒

阿
　
部
　
幸
　
平
　
大
須
下

髙
　
橋
　
建
　
市
　
大
須
上

伊
　
藤
　
昭
　
男
　
大
須
船
隠

阿
　
部
　
善
　
規
　
熊
沢

永
　
沼
　
千
　
恵
　
羽
坂

永
　
沼
　
信
　
良
　
桑
浜

永
　
沼
　
　
　
勝
　
立
浜
・
大
浜

髙
　
橋
　
　
　
治
　
小
島

佐
　
藤
　
優
　
子
　
明
神

髙
　
橋
　
武
　
彦
　
雄
勝
中
央

吉
　
田
　
　
　
薫
　
味
噌
作
・
原

佐
野
内
　
利
　
昭
　
船
戸

大
　
槻
　
敏
　
也
　
唐
桑

秋
　
山
　
喜
　
弘
　
水
浜
　
　

■
河
南
地
区

門
　
間
　
満
　
信
　
根
方

髙
　
橋
　
良
　
郎
　
黒
沢

西
　
條
　
末
　
子
　
駅
前

伊
　
藤
　
光
　
夫
　
定
川

楯
　
石
　
光
　
弘
　
山
崎

米
　
倉
　
秀
　
一
　
和
渕
山
根

鈴
　
木
　
善
　
幸
　
和
渕
町
上

鈴
　
木
　
悟
一
郎
　
和
渕
町

佐
　
野
　
　
　
啓
　
笈
入

髙
　
橋
　
　
　
治
　
中
山
・
上
谷
地

伊
　
藤
　
正
　
市
　
梅
木

蜂
　
谷
　
　
　
勲
　
四
家

亀
　
山
　
純
　
一
　
新
田
町

髙
　
橋
　
兵
　
衛
　
本
町

高
　
橋
　
秀
　
文
　
道
的

渡
　
辺
　
俊
　
一
　
三
軒
谷
地

三
　
浦
　
　
　
望
　
谷
地
中

伊
　
藤
　
　
　
一
　
曽
波
神

太
　
田
　
重
　
敏
　
中
埣

千
　
葉
　
正
　
志
　
山
根

佐
　
藤
　
み
き
子
　
し
ら
さ
ぎ
台

高
　
野
　
三
　
郎
　
沢
田

三
　
浦
　
み
さ
子
　
舘

菊
　
地
　
昭
　
志
　
糠
塚

八
　
木
　
成
　
一
　
砂
押

髙
　
橋
　
　
　
実
　
柏
木

伊
　
藤
　
冷
　
子
　
広
渕
町
下

雫
　
石
　
利
　
幸
　
広
渕
町
上

上
遠
野
　
恵
美
子
　
新
田

遠
　
藤
　
和
　
良
　
青
木

名
久
井
　
正
　
一
　
大
番
所

東
　
山
　
敏
　
治
　
朝
日

草
　
刈
　
　
　
強
　
大
沢

小
　
原
　
珠
　
美
　
箱
清
水

遠
　
藤
　
篤
　
行
　
表
沢

中
　
塩
　
富
士
子
　
俵
庭

櫻
　
井
　
ち
や
子
　
小
崎

■
桃
生
地
区

高
　
橋
　
邦
　
男
　
倉
埣

佐
々
木
　
　
　
宏
　
深
山
・
牛
田

西
　
條
　
俊
　
徳
　
寺
崎
舟
場

髙
　
橋
　
義
　
一
　
寺
崎
上

菅
　
原
　
眞
　
一
　
寺
崎
下

佐
々
木
　
幹
　
男
　
中
津
山
上

髙
　
橋
　
潤
　
男
　
中
津
山
下
・
四
軒

佐
々
木
　
勝
　
徳
　
城
内
舘
下

髙
　
橋
　
喜
三
郎
　
城
内
嶺

伊
　
藤
　
　
　
幸
　
新
田
上

佐
々
木
　
祐
　
助
　
新
田
下

濱
　
林
　
良
　
治
　
給
人
町
上

髙
　
橋
　
　
　
武
　
給
人
町
下

髙
　
橋
　
善
　
美
　
神
取
上

佐
々
木
　
秀
　
悦
　
神
取
下

遠
　
藤
　
孝
　
藏
　
高
須
賀
上

佐
　
藤
　
文
　
清
　
高
須
賀
下

佐
々
木
　
哲
　
哉
　
小
池

渡
　
邊
　
哲
　
郎
　
太
田
西

佐
　
藤
　
英
　
悦
　
拾
貫

佐
々
木
　
惣
　
治
　
入
沢

千
　
葉
　
　
　
倫
　
樫
崎
東
・
山
田

千
　
葉
　
　
　
圴
　
樫
崎
西

酒
　
井
　
寛
　
治
　
永
井

佐
　
藤
　
正
　
孝
　
裏
永
井
　

■
北
上
地
区

佐
　
藤
　
康
　
仁
　
橋
浦
本
地

佐
々
木
　
敏
　
次
　
橋
浦
大
須
上

小
　
指
　
　
　
清
　
橋
浦
大
須
下

武
　
山
　
憲
　
夫
　
長
尾

武
　
山
　
　
　
萬
　
行
人
前

佐
々
木
　
長
　
一
　
泉
沢

大
　
内
　
賢
一
郎
　
中
原

今
　
野
　
　
　
亨
　
要
害

武
　
山
　
年
　
男
　
大
上

千
　
葉
　
宏
　
一
　
追
波

遠
　
藤
　
茂
　
子
　
吉
浜
・
月
浜

佐
　
藤
　
富
士
夫
　
長
塩
谷
・
白
浜

佐
　
藤
　
新
一
郎
　
小
室

佐
　
藤
　
　
　
郁
　
大
室

阿
　
部
　
　
　
滋
　
小
泊

小
　
山
　
要
　
悦
　
相
川

武
　
山
　
勝
　
義
　
小
指

西
　
條
　
幣
　
夫
　
大
指

髙
　
橋
　
政
　
夫
　
小
滝
　
　
　
　
　

■
牡
鹿
地
区

三
　
森
　
　
　
伸
　
鮎
川
第
３

鈴
　
木
　
正
　
利
　
鮎
川
第
５

鈴
　
木
　
金
　
一
　
鮎
川
第
６

奥
　
海
　
　
　
聖
　
金
華
山

阿
　
部
　
　
　
毅
　
新
山

阿
　
部
　
豊
　
道
　
長
渡
中
小
路
・
長
渡
根
組

水
　
越
　
研
　
二
　
網
地

及
　
川
　
伸
太
郎
　
十
八
成

大
　
澤
　
俊
　
雄
　
小
渕

安
　
藤
　
茂
　
一
　
給
分

阿
　
部
　
武
　
和
　
大
原

亀
　
山
　
正
　
利
　
小
網
倉

渥
　
美
　
勝
　
彦
　
谷
川

阿
　
部
　
照
　
彦
　
大
谷
川

伊
　
藤
　
敏
　
行
　
鮫
浦

松
　
川
　
　
　
斉
　
泊

鈴
　
木
　
榮
　
悦
　
前
網

遠
　
藤
　
勝
　
彦
　
寄
磯
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■
石
巻
地
区

畑
　
中
　
　
　
長
　
本
町
協
和
会

中
　
村
　
　
　
守
　
本
町
協
和
会

三
　
谷
　
れ
い
子
　
羽
黒
町
坂
下
会

佐
　
藤
　
邦
　
夫
　
橋
通
り
会

木
　
村
　
啓
　
子
　
ア
イ
ト
ピ
ア
大
町
会

木
　
村
　
雅
　
俊
　
中
央
銀
座
会

櫻
　
井
　
健
　
司
　
中
央
銀
座
会

青
　
木
　
純
　
子
　
中
央
三
丁
目

渡
　
辺
　
ゆ
う
子
　
上
釜

坂
　
井
　
京
　
子
　
上
釜

阿
　
部
　
和
　
子
　
上
釜

青
　
柳
　
み
き
子
　
上
釜

吉
　
田
　
忠
　
雄
　
上
釜

三
　
浦
　
　
　
勲
　
下
釜
第
一

鈴
　
木
　
き
ぬ
子
　
下
釜
第
二

𠮷𠮷
　
田
　
さ
つ
子
　
三
軒
屋
東

小
野
寺
　
則
　
子
　
三
軒
屋
東

阿
　
部
　
信
　
子
　
下
大
街
道
第
一

大
　
野
　
　
　
武
　
下
大
街
道
第
一

松
　
川
　
誠
　
子
　
下
大
街
道
第
一

佐
　
藤
　
美
智
子
　
下
大
街
道
第
二

遠
　
藤
　
昭
　
子
　
下
大
街
道
第
二

和
　
泉
　
慶
　
信
　
本
草
園
隣
和
会

髙
　
橋
　
由
　
香
　
本
草
園
隣
和
会

福
　
原
　
俊
　
幸
　
泉
町

鈴
　
木
　
照
　
男
　
泉
町

玉
　
川
　
　
　
悟
　
泉
町

須
　
田
　
恒
　
哉
　
泉
町

島
　
宗
　
正
　
作
　
泉
町

斎
　
藤
　
孝
　
志
　
泉
町

庄
　
司
　
勝
　
彦
　
泉
町

関
　
川
　
祐
一
郎
　
泉
町

近
　
江
　
恵
　
一
　
泉
町

阿
　
部
　
　
　
浩
　
泉
町

小
　
川
　
貞
　
子
　
日
和
会

阿
　
部
　
貴
志
子
　
日
和
会

大
　
山
　
知
江
子
　
日
和
三
丁
目

平
　
塚
　
智
　
美
　
日
和
三
丁
目

阿
　
部
　
福
　
子
　
日
和
三
丁
目

柏
　
　
　
理
　
恵
　
日
和
三
丁
目

村
　
上
　
り
つ
子
　
第
一
日
和
親
交
会

加
　
賀
　
真
喜
子
　
第
一
日
和
親
交
会

渡
　
邊
　
紀
　
一
　
第
一
日
和
親
交
会

仲
　
秋
　
友
　
子
　
宜
山
町

岩
　
淵
　
み
つ
え
　
宜
山
町

日
　
野
　
和
　
子
　
大
手
町
　
　

鈴
　
木
　
章
　
子
　
大
手
町

佐
　
藤
　
京
　
子
　
大
手
町

本
　
間
　
信
　
子
　
か
ど
の
わ
き

阿
　
部
　
規
　
子
　
か
ど
の
わ
き

天
　
野
　
麻
里
子
　
か
ど
の
わ
き

阿
　
部
　
恭
　
子
　
か
ど
の
わ
き

濱
　
谷
　
ゆ
み
子
　
か
ど
の
わ
き

江
　
良
　
恵
美
子
　
か
ど
の
わ
き

浅
　
野
　
恭
　
子
　
か
ど
の
わ
き

和
　
田
　
佳
　
子
　
か
ど
の
わ
き

比
佐
野
　
久
美
子
　
か
ど
の
わ
き

松
　
　
　
和
　
枝
　
鋳
銭
場
隣
友
会

佐
々
木
　
祥
　
子
　
鋳
銭
場
隣
友
会

鈴
　
木
　
充
　
代
　
鋳
銭
場
隣
友
会

杉
　
山
　
ま
さ
子
　
駅
前
北
通
り
親
和
会

佐
　
藤
　
美
代
子
　
駅
前
北
通
り
親
和
会

土
　
井
　
洋
　
子
　
駅
前
北
通
り
親
和
会

奥
　
田
　
洋
　
子
　
新
中
里
親
和
会

岡
　
崎
　
ま
つ
子
　
新
中
里
親
和
会

小
野
寺
　
延
　
子
　
東
中
里
新
栄
会

安
　
竹
　
喜
美
江
　
東
中
里
新
栄
会

渡
　
邉
　
勝
　
朗
　
中
里
第
一

櫻
　
井
　
與
四
郎
　
中
里
第
一

浦
　
戸
　
純
　
子
　
中
里
第
二

内
　
海
　
ゆ
か
り
　
中
里
第
二

相
　
澤
　
て
つ
こ
　
千
石
町

和
　
泉
　
美
津
江
　
住
吉
町

菊
　
地
　
　
　
茂
　
住
吉
町

伊
　
藤
　
益
　
夫
　
元
倉

粟
　
野
　
洋
　
子
　
元
倉

尾
　
崎
　
　
　
宏
　
元
倉

木
　
村
　
公
　
郎
　
元
倉

杉
　
山
　
き
よ
子
　
元
倉

安
　
海
　
　
　
俊
　
元
倉

戸
　
田
　
正
　
勝
　
水
明

岡
　
本
　
　
　
隆
　
水
明

佐
　
藤
　
　
　
昭
　
水
明

佐
々
木
　
丈
　
二
　
水
明

小
　
林
　
孝
　
三
　
水
明

中
　
野
　
正
　
治
　
水
押

伊
　
藤
　
芳
　
弘
　
水
押

鈴
　
木
　
セ
イ
子
　
水
押

大
　
崎
　
揚
　
子
　
水
押

鈴
　
木
　
の
り
子
　
水
押

堀
　
川
　
紀
　
一
　
開
北

阿
　
部
　
と
く
よ
　
開
北

阿
　
部
　
明
　
夫
　
開
北

阿
　
部
　
初
　
夫
　
開
北

津
　
田
　
由
　
美
　
開
北

鈴
　
木
　
昭
　
夫
　
水
押
新
生
会

千
　
葉
　
栄
　
一
　
水
押
新
生
会

大
　
内
　
千
　
春
　
水
押
新
生
会

和
　
地
　
徳
　
子
　
水
押
新
生
会

阿
　
部
　
ゆ
き
え
　
水
押
新
生
会

吉
　
田
　
　
　
茂
　
水
押
新
生
会

千
　
葉
　
富
美
子
　
大
橋

小
　
山
　
と
よ
子
　
大
橋

伊
　
藤
　
武
　
彦
　
明
神
山

杉
　
本
　
靜
　
子
　
清
水
町
一
丁
目

林
　
　
　
陽
　
子
　
清
水
町
一
丁
目

日
　
野
　
光
　
枝
　
清
水
町
一
丁
目

大
　
森
　
サ
ダ
ヨ
　
山
下
町
一
丁
目

阿
　
部
　
よ
し
子
　
山
下
町
二
丁
目

平
　
塚
　
静
　
子
　
山
下
町
二
丁
目

林
　
　
　
貞
一
郎
　
田
道
町
一
丁
目

及
　
川
　
　
　
聡
　
田
道
町
一
丁
目

駒
　
場
　
せ
い
子
　
田
道
町
二
丁
目

石
　
渡
　
道
　
子
　
田
道
町
二
丁
目

佐
　
藤
　
早
　
苗
　
貞
山
一
丁
目

千
　
葉
　
悦
　
子
　
貞
山
二
丁
目

千
　
葉
　
紀
美
子
　
貞
山
二
丁
目

安
　
部
　
慶
　
子
　
貞
山

加
　
藤
　
の
り
子
　
貞
山

星
　
　
　
弘
　
子
　
貞
山

大
　
橋
　
光
　
子
　
貞
山

阿
　
部
　
伊
チ
子
　
錦
町

佐
々
木
　
敏
　
子
　
錦
町

早
　
川
　
あ
や
子
　
錦
町

中
　
川
　
若
　
子
　
錦
町

鈴
　
木
　
勝
　
子
　
末
広
町

阿
　
部
　
慶
　
吾
　
八
幡
町
八
幡
会

梅
　
本
　
恭
　
子
　
湊
町
二
丁
目

奥
　
田
　
ゆ
う
子
　
湊
町
三
丁
目
新
興
会

佐
　
藤
　
瑞
　
枝
　
湊
町
三
丁
目
新
興
会

粟
　
野
　
祥
　
子
　
第
一
吉
野
会

髙
　
橋
　
恵
　
子
　
第
一
吉
野
会

鈴
　
木
　
ヨ
ネ
子
　
第
一
吉
野
会

戸
　
村
　
サ
ダ
子
　
第
一
吉
野
会

万
　
代
　
修
　
吾
　
吉
野
県
住
光
和
会

及
　
川
　
信
　
三
　
吉
野
県
住
光
和
会

鈴
　
木
　
栄
　
子
　
吉
野
町
二
丁
目

土
　
屋
　
ゆ
う
子
　
吉
野
町
二
丁
目

木
　
村
　
良
　
子
　
吉
野
町
三
丁
目

菊
　
地
　
妙
　
子
　
吉
野
町
三
丁
目

浅
　
野
　
美
　
江
　
鹿
妻
第
一

岩
　
本
　
庸
　
子
　
鹿
妻
第
二

東
海
林
　
か
つ
子
　
鹿
妻
第
二

西
　
村
　
し
　
げ
　
鹿
妻
第
三

及
　
川
　
幸
　
枝
　
伊
原
津

伊
　
藤
　
け
い
子
　
緑
町

一
　
條
　
雄
　
二
　
公
営
鹿
妻
明
和
会

渋
　
谷
　
　
　
透
　
公
営
鹿
妻
明
和
会

今
　
野
　
有
美
子
　
公
営
鹿
妻
明
和
会

平
　
塚
　
き
い
子
　
渡
波
町
一
丁
目

菊
　
地
　
一
　
彦
　
渡
波
町
二
丁
目

後
　
藤
　
富
士
子
　
渡
波
町
三
丁
目

阿
　
部
　
和
　
夫
　
松
原
町

大
　
槻
　
祥
　
二
　
祝
田
２
区

亀
　
山
　
輝
　
雄
　
佐
須

金
　
星
　
み
は
る
　
小
竹
浜

鈴
　
木
　
由
美
子
　
小
竹
浜

川
　
崎
　
愛
　
子
　
う
し
お
町

横
　
山
　
て
る
子
　
う
し
お
町

遠
　
藤
　
一
　
行
　
新
成
二
・
三
丁
目

髙
　
橋
　
勝
　
子
　
幸
町

雁
　
部
　
悦
　
子
　
東
黄
金
浜

神
　
山
　
日
出
子
　
東
黄
金
浜

阿
　
部
　
充
　
子
　
万
石
浦
１
区

亀
　
山
　
聖
　
子
　
万
石
浦
２
区

粟
　
野
　
み
よ
し
　
流
留

遠
　
山
　
禮
　
子
　
流
留

阿
　
部
　
勝
　
子
　
表
沢
田

阿
　
部
　
幸
　
子
　
表
沢
田

佐
　
藤
　
仁
　
子
　
表
沢
田

千
　
葉
　
幸
　
子
　
表
沢
田

金
　
子
　
千
賀
子
　
垂
水
町

阿
　
部
　
多
喜
江
　
垂
水
町

今
　
藤
　
せ
つ
子
　
後
生
橋
・
宇
田
川
町

八
文
字
　
洋
　
子
　
万
石
町

津
　
田
　
善
　
男
　
三
和
町

津
　
田
　
好
　
子
　
三
和
町

門
　
脇
　
て
る
よ
　
榎
壇

秋
　
山
　
慶
　
子
　
さ
く
ら
町
三
・
四
丁
目

亀
　
山
　
秀
　
子
　
さ
く
ら
町
三
・
四
丁
目

雁
　
部
　
博
　
子
　
さ
く
ら
町
三
・
四
丁
目

富
　
樫
　
衛
　
勝
　
鹿
松

本
　
村
　
と
み
こ
　
栄
田
第
１

佐
々
木
　
栄
　
子
　
栄
田
第
２

渡
　
部
　
淑
　
子
　
千
刈
田

色
　
川
　
光
　
子
　
浜
松
町

坊
　
澤
　
興
　
淳
　
大
瓜
棚
橋

石
　
垣
　
茂
　
彦
　
大
瓜
亀
山

梶
　
原
　
里
　
美
　
大
瓜
八
津

渡
　
邉
　
典
　
子
　
大
瓜
八
津

高
　
橋
　
由
美
子
　
大
瓜
八
津

鶴
　
岡
　
佳
代
子
　
大
瓜
入

中
　
澤
　
光
　
子
　
高
木
東
部

高
　
橋
　
時
　
治
　
水
沼
西
部

髙
　
城
　
邦
　
秀
　
水
沼
西
部

岡
　
田
　
匡
　
美
　
水
沼
東
部

岡
　
田
　
真
由
美
　
水
沼
東
部

三
　
浦
　
成
　
一
　
真
野
内
原

髙
　
橋
　
輝
　
行
　
真
野
内
原

勝
　
又
　
健
　
夫
　
真
野
日
向
日
影

木
　
村
　
浩
　
子
　
真
野
小
島

石巻市社会福祉協議会「福祉協力員」のご紹介
　今年度、任期満了に伴い各地域からご推薦いただいた、435名
の方々を新たに福祉協力員として委嘱いたしました。
　福祉協力員のみなさまには、「誰もが安心して暮らせる福祉の
まちづくり」にご協力いただいております。
任期：令和５年４月１日～令和７年３月31日（２年間）　※敬称略
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編 集 後 記

地域福祉課

かしわホーム

地域福祉課

●
石
巻
支
所

・
阿
部
建
築
工
業 

様

・
渡
波
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

様

・
ク
ワ
ナ
歌
謡
ス
ク
ー
ル�

会
主  

桑
名
優
嘉 

様

・
戸
大
建
設
工
業
株
式
会
社 

様

・
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会 

様

・
み
な
と
お
と
め
会 

様

・
龍
ヶ
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会 

様（
茨
城
県
）

・
眞
藤
カ
ラ
オ
ケ
会　

眞
藤
は
る
香 

様

●
河
北
支
所

・
匿
名
１
名

●
桃
生
支
所

・
樫
崎
老
人
ク
ラ
ブ
「
百
歳
会
」 

様

・
匿
名
２
名

●
み
ど
り
園

・
㈱
海
洋
技
研 

様

　間もなく四捨五入すると百歳の年齢になります(笑)。これまで失敗が絶えない
50年でしたが、周りの方々の支えで何とか乗り越えてきました。上に新規採用
職員を紹介していますが、周りの方々を信じて失敗を恐れずあらゆることにチャ
レンジしてもらいたいですね。（り）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
令
和
５
年
５
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
寄
附
金
、
寄
附
物
品
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
種
サ
ロ
ン
助
成
等
や

地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先
総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

生 活 支 援 課
（復興支援室）

〒986-0032  石巻市開成１−26
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333 石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

　石巻市内にお住まいの、３歳くらいまでのお子さまの写真を募集しております。おらいの（私の家の）かわいいアイドルを、
ぜひご紹介ください。掲載内容については、「お子さまの写真」、「お名前（よみがな）」、「お住まいの地区名」です。
（写真データサイズは５ＭＢ以内）
�※�ご好評につき掲載までに時間がかかっておりますので、ご了承願います。また、アップした顔を中心に掲載していきた
いと思いますので、顔が大きく写っている写真でお願いします。

櫻
さくらい

井 詠
えいと

斗ちゃん

柚
ゆずな

菜ちゃん

河南地区

高
たかはし

橋 希
みらん

蘭ちゃん

夢
ゆあ
彩ちゃん

蛇田地区

荒
あらい

井 美
みなみ

波ちゃん

河南地区

日
ひの
野 結

ゆづき

月ちゃん

渡波地区

狩
かの
野 龍

りおん

音ちゃん

蛇田地区

土
つちや

谷 宇
うる
琉ちゃん

河南地区

佐
ささき

々木 芭
はづき

月ちゃん

蛇田地区

小
おやま

山 想
そうた

太ちゃん

門脇地区

環境に配慮し再生紙を使用しています

大
おおやま

山 花
かのん

音ちゃん

蛇田地区

佐
さとう

藤 いちはちゃん

渡波地区

渡波家庭バレーボール協会 様 

新
規
採
用
職
員
紹
介

金
か な や

谷 ひ か り

千
ち ば

葉 英
は な え

恵

大
お お い し

石 　 隼
じゅん

　６月より地域福祉課に配属となりま
した。地域社会、地域福祉の役割を担
っていけるよう精一杯努めてまいりま
すので、よろしくお願いいたします。

　はじめまして。６月よりかしわホー
ムに配属になりました。みなさまに元
気を与えられるように頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。

　６月より地域福祉課に配属になりま
した。生まれ育った石巻市の地域福祉
に貢献できるように頑張ります。

いしのまき社協だより 8


	いしのまき社協.pdf
	いしのまき社協だより納品用
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